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物価高の継続の下で、すべての国民に影響を与える消費税の減税を求める意見書 

 

 

  上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１３条の規定に基づき提出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 



物価高の継続の下で、すべての国民に影響を与える消費税の減税を求める意見書 

 

 

昨年来の急激な物価高が今なお継続し、国民の暮らし、生業にも大きな影響を与

え、消費も冷え込んでいます。物価高により、家計の負担増は 1 年前より１世帯 10

万円以上にもなると言われています。政府は、物価高対策として、ガソリン、電気、

ガスなどへの経済対策、非課税世帯への給付、自治体への補助金、そして所得税減

税など取り組みを進めています。しかし、全国民への物価高対策となっていません。 

今、全ての国民へ波及する物価高対策が必要です。全ての国民に影響を与え、内

需の拡大につながる消費税減税こそ求められます。物価高は日本だけではありませ

ん。世界で広がるコロナ後の物価高対策として、１００を超える国、地域で消費税、

付加価値税の減税が実施されています。 

以上の理由により、長引く物価高の下で、国民の暮らし、生業を守るために消費

税減税の実施を求めるものです。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
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